
令和 7 年度 大牟田ワークショップセンター 
地域連携推進会議 議事録 

 
１．日時 令和８年３月１３日（金） １３：３０～１５：３０ 
２．場所 大牟田ワークショップセンター食堂 
３．出席者 

【構成員】６名 
 利用者代表・・・・・・２名（自治会代表） 
 利用者の家族・・・・・１名（家族会代表） 
 地域の関係者・・・・・１名（玉川校区 民生委員・児童委員協議会） 
 福祉に知見のある人・・１名（大牟田市障害者協議会） 
 市町村担当者・・・・・１名（大牟田市福祉課障がい福祉担当） 
【法人職員】３名 
 法人理事長、施設管理者、施設副管理者（サービス管理責任者） 

４．会議概要 
① 開会挨拶 
② 地域連携推進会議の目的 
③ 出席者紹介 
④ 施設概要説明 
⑤ 施設見学 
⑥ 質疑応答・意見交換 
⑦ 閉会挨拶 

５．会議内容詳細 
① ② 開会挨拶および地域連携推進会議の目的 

管理者より、会議参加に対する感謝が述べられ、地域連携推進会議が施設と地域の連携
により、地域の人々への施設等に関する理解の促進、サービスの透明性・質の向上、利
用者の権利擁護などを目的とするものであることが説明された。 

  ③ 出席者紹介 
    出席者それぞれが自己紹介を行った。 
  ④ 施設概要説明 
    管理者より以下の内容について、説明が行われた。 
    ア．法人内施設および事業所の設立と現状について 
    イ．障害者支援施設大牟田ワークショップセンターの紹介 
      ・事業内容（生活介護事業・施設入所支援事業・短期入所事業） 
      ・施設設備について 
      ・利用者の状況について（利用者数、年齢区分、障害支援区分等） 
      ・活動内容（日課、日中活動の内容、工賃、その他の活動など） 
      ・施設情報の公開について 



  ⑤ 施設見学 
    副管理者の案内にて、施設本館内および周辺建物、生産活動場面の見学が行われた。 

⑥ 質疑応答・意見交換 
  （市町村担当者）「利用者の皆さんへ、施設での生活は楽しいですか」 
  （利用者代表）「楽しいです。時々けんかもあるけど」 
  （利用者の家族）「家族の立場からすると施設で利用者の皆さんも職員の皆さんも楽し 

く過ごしてもられることがなによりです。楽しいと言ってもらえてうれしかった」 
 
  （市町村担当者）「特に夏場の草刈り班などの作業活動は暑いし大変だと思いますがど 

うですか」 
    （利用者代表）「暑いです」 
    （副管理者）「天候にもよりますが利用者の体調を確認しながらの作業となります」

「暑い日は、十分な水分補給と休憩時間を確保していますし、作業をしない判断をす
る場合もあります」 

 
    （福祉に知見のある人）「昨年、利用定員を５０名から４０名に減らしていますが、何

か理由があるのでしょうか」 
    （管理者）「昨年５月に入院していた利用者の方が亡くなられて現員が４０名となった

ことで、現状、職員の確保も難しく、今後利用者の増員を図るよりは現利用者の生
活環境および処遇の改善、維持を図ることを優先と考え定員削減に踏み切りまし
た」 

    （利用者の家族）「国や市の意向は働いていませんか」「入所施設の利用者を減らす目
標を上げていますが」 

    （管理者）「確かに、現在、国の方針として入所施設から地域生活への移行を促進する
方向性は示されていますが、今回の定員削減はそれとは関係ないものです」 

 
    （福祉に知見のある人）「利用者の皆さんのお部屋の広さはどうですか」「広いですか、

狭いですか」 
    （利用者代表）「ちょっと狭いかな」 
    （福祉に知見のある人）「そこにどんなものを置いていますか」「冷蔵庫とかテレビと

か」 
    （利用者代表）「テレビはある」「冷蔵庫は職員室」 
    （副管理者）「冷蔵が必要なものは、職員室の冷蔵庫で管理し、必要な時に出すように

しています」 
    （福祉に知見のある人）「実際の部屋の広さは何畳ぐらいありますか」 
    （管理者）「2 階の部屋の場合、畳でいうと一人で利用する部屋は、8 畳分ぐらいの広

さがあります（畳 6 畳＋板の間 2 畳分）」 
    （福祉に知見のある人）「けっこうな広さですね」「畳の部屋の場合お布団の上げ下げが



大変ではないですか」 
   （利用者代表）「大変」 
   （管理者）「開所以来、2 階の部屋は、ほぼ畳の部屋となっているため、できる方には布 

団の上げ下げはしてもらっています」 
 
   （利用者の家族）「施設の説明でありましたが、現在、生活介護事業が月曜から金曜の日

中活動となっていて、土日は請求できない仕組みとなっています。土日も利用者の世話
をしているのに請求できないことがおかしいと、家族会連合会でも声に出しているので
すが」「請求できるようになれば、施設に入ってくるお金も増えるし、職員の給料も上
げられると思うのですが」 

   （市町村担当者）「生活介護事業については月の利用日数の上限が定められていますの
で、現状は難しいです」 

 
    管理者より、今年度は初めての地域連携推進会議であり、施設の概要を参加者に理解

してもらうことの目的は達成されたことと今後の会議のあり方として、利用者の日常生
活の様子や施設の感染症対策・防災対策、利用者への虐待防止や権利擁護などの施設運
営に関する内容、また、感染症対策下での地域と施設の関わり方などについて会議を
行っていくことの説明がなされた。さらに、理事長よりこの会議を通して地域との関係
性がより深まっていくことを期待する旨の話があった。 

 
   ⑦ 閉会挨拶 
     管理者より、出席者に謝辞を述べ、来年度も地域連携推進会議を開催する旨が説明

された。 


